
船員（海技者）の確保・育成についての基本的視点

①日本人船員（海技者）の意義・必要性

②船員数の将来見通し

４つの柱に沿った取り組み

①船員を集める

②船員を育てる

③船員のキャリアアップを図る

④陸上海技者への転身を支援する

海事地域の振興

我が国経済・国民生活に対する外航海運の意義・必要性

本邦外航海運事業者・日本籍船・日本人船員の意義・必要性

日本籍船・日本人船員の必要規模

施策実施の必要性

①本邦外航海運事業者の国際競争力の確保

②日本籍船・日本人船員の確保

具体的施策のあり方

①トン数標準税制の導入

②日本籍船・日本人船員の確保等のための法整備

③日本人船員の確保・育成策 等

＜審議事項（６月まで）＞

安定的な国際海上輸送の確保のための海事政策のあり方安定的な国際海上輸送の確保のための海事政策のあり方 海事分野における人材の確保・育成のための
海事政策のあり方

海事分野における人材の確保・育成のための
海事政策のあり方

交通政策審議会海事分科会体系図交通政策審議会海事分科会体系図交通政策審議会海事分科会体系図

海事分科会

＜審議事項（秋以降）＞

国際海上輸送部会 ヒューマンインフラ部会

＜審議事項（６月まで）＞

＜審議事項（秋以降）＞

年内 海事分科会答申

６月 海事分科会中間とりまとめ

適正な競争環境の整備

①独禁法適用除外制度のあり方

②マ・シ海峡問題 等

海事分野における人材の確保・育成等に関する

具体方策のあり方 等

分科会長：馬田一（（社）日本鉄鋼連盟会長）

部会長：杉山武彦

（一橋大学学長）
部会長：杉山雅洋

（早稲田大学商学学術院教授）


